
Ⅰ 共同利用研究

1. 兆同利用研究概要

木研究JTrにおける火同利FT]研究制度にもとづく･jt:･同研

兜は,昭和43年以来行なわれてきたが,木研究所爪設以

北のT.T:史が洗いことに加え,予井両でも受け入れ態勢の

上でも逐年的に順次充宍されてきたために,3年上知こわ

たって同一的に総括することは困難である｡ したがっ

て.以下,年度別に状況を記し,木研究所の歴史の一対砧

をうかがう汽料としたい.なお,ここにあげた共同研究

に対する和分経Iflは,各年度分とも,宍行当初の予井で

あり,宍rT段附で第千の変動が生じているO

昭 和 43年 度

昭和43年度は,木研究所の延設当初に当り,穴仰 王.

京都大学工学部より借り受けの同市務部の一隅が木研究

所の主体であり,共同研究発も小親株であった｡このよ

うな事情から,次の2つのシソポー)ウムを企画実行し,

詔艮類研究の今後の発展に宍することとした (yyポ57

ウムの具体的内容については,その項を参照)｡

｢生物科学における詔環朔研究の位ta｣

｢認定類北田の維持横柄｣

これらyyがtJウムの準陥焚,金切払 会切運営焚,

冒月田提供者等への旅代としては.旅穴323,000円,研究

ダ守477.000円が計上された｡

昭 和 44年 度

この年皮の6月に本研究所の閲JVr式が行なわれた｡そ

れにともない,宍際的な共同研究制度の運営をはかるこ

ととしたが,受け入れ態勢の整閑と公芥期間をおくこと

のために,開始は8月1日よりとされた｡なお,公芥に

あたっては,あらかじめ所内で分野別に取周を坤仰し

く下記の課題1-14),申請者の参考に供した｡まね

共同研究中詔の採否,経穴の配分については,運営委員

会の方針に従い,運営委員若干と所内研究者若干とで桐

成される昆長期研究所中門委員会の寄詔を経て,運営委

El会で決定した｡

公方の結果,中吉かま30件 (56名)に適したが.うち5

作 (11名)については,関係者で, -/yポー}ウム ｢盃良

材研究のあり方について｣を共同企回,宍行していただ

くこととした｡したがって叫詞された研究を25件(45名)

とみなしたうえ,そのうち22件 (33名)が採択され,こ

れらに対して旅代1,067,180円,研究fモ780,000円が斑

分された｡ミ/γが･}ウムに対しては,旅乃150,000円,那

究焚26,000円が中節された｡取周別探択件数は次のとお

りである｡

1.琵艮m形怨の形成粒fF l件 (3名)

2.詔長期の｡コモーybyの分析 2件 (2名)

3.正長湖の生掛 こ伴う適応性の研究

4.附託･不脚窓辺動の発現および調節の械FF

l件 (2名)

5.感光偶報の中H.7'tl七./ソ〆 5什 (6名)

6.1m硯紫の損舵の神経生耶学的 ･心和学的研究

7.-放列懲レベルと刺激㈹甜爪の布効性

2作 (3名)

8.情動と社会的反応

9.完長期の弁別学習における舛両過程と抑御l過程

1作 (2名)

10.ニホンザル日然郡の杜金網迫に関する比較研究

1件 (1名)

ll.デレメトリ-による詔艮餌の生駁研究に関する方法

約 3作 (5名)

12.3!長獄における順位I附Jとソy71)ゼ- y f'yに関す

る研究

13.詔長期個体郡の変動賀田に関する研究

1件 (1名)

14.時給現既への適応についての生現 ･生態学的研究

3件 (6名)

15.その他の燕繋研究深田 2什 (2名)

昭 和 45年 度

共同利用研究所としての本研究所の運営に対する所外

研究者の意向のとり入れ方を検討するため,所外有識者

若干名と所内研究者若干名とよりなる共同研究中門委員

会が,道営委El会に付属する形で構成され,すでに前年

度の昭和44年10月以来審諺を進めてきていたが,昭和45

年度共同研究の公芥方針,採択についても,この専門委

員会が,所内軒桁を充分考瓜しつつ衰議する こととし

た｡前年度の公葬方針等を検討した結果,設定課題につ

いては,複数の分野を包括するような課題を重要視し,

かつ所内での対応態勢をふまえながら若干数を設定する

こととなった (下記の課題1-5). また,研究会につ

いても,複数の分野から参回しうるようなテーマ (下記

の研究会Ⅰ,I)が準mされた｡なお,受け入れ甲乙仰の

都合から,この年皮も共同研究の開始を7月15日よりと

せざるなえなかった｡

公称の桔只,研究探RZlによる中富削土49作 (63名),研

究会Ⅰ,Ⅰへの参加中m者が各9名であ.,た｡研究深皿

による申約のうちから35作(43名)が採択され,これら

のた桝 こ旅焚1,430,000円,研究焚1,420,000円が予定さ

れた｡なお設定深周1(下記を参照)に関しては.なお

所外研究者に柄足的調査を依灼すべき必項があるとの組
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点から.さらに旅費140,000円が予定された｡研究申請

に対する採択件数を課題別に記せば,次のとおりであ

る｡

1. ニホンザルの地域ポt='ユ レ-

S/ヨyの総合的研究 9件 (9名)

2.詔長期のロコ毛-ジョン-

特にホミニゼイyヨyの観点か

ら- I

3. 遊技獄の生理学的適応能

4. ニホンザルの行動と中枢神経

系の関係

5. ニホンザルの発達段階

6. 白山孤題

3件 (3名)

3作 (6名)

8件 (12名)

5件 く5名)

7件 (8名)

研究会としては,公芽時に設定した2件 (下記のⅠ,

Ⅰ)のほか,所内で企画を進めた1件 (下記のⅠ),な

らびに上記研究課題中の2と5にそれぞれ関連して予

定された小研究会のた桝 こ,旅攻350,000円,研究兜

230,000円が判 指された｡年度後半に至り,共同研究実

行にともなって生じた予井余剰 によって, さらに1件

(下記のⅣ)が追加実施された｡

Ⅰ ニホyザル研究の進め方

I Ei正朔の行動研究におけるフィールド7-クとラボ

ヲトリー ワー ク

正 耶乳湖の進化と霊長類の位fa

Ⅳ 叩乳湖の生態ならびに社会
付 妃

以上が昭和45年度までの共同利用研究所としての本研究所における共

同研究閃休の放F!であるが.すでに昭和45年皮内に.翌46年度の共同研

究にBgする中将等が遊行しているので.その点に関して次に若干の付記

祝明をつけ加えておく.

1)昭糾 4年皮玖半以来#税してきた共同研究即 1委Li会が.昭和46

年度共同研究についても.その公許方針と採択制 こ関する寄掛 こあたる

こととし.昭和45年度内にその審議を終えることになった｡

2)閉脚 1香Ll虫は.共同利用研究所としての本研究所の迎削こ関す

る参考.BJLな研究所に申し送.,たうえ.昭和45年度宋口付で解散するこ

とになった.その申し送りを参考としてとられる新陣制削 こついては'

昭和46年成年掛 こ税明をゆすることにする. (文突 出本光雌)

2. 研究成果

昭和44年度共同利用研究

寒冷環境におけるニホンザルの適応性に

ついて (その1)

原 文 江

(武厨川女子大 ･家政 ･生物)

瑠冷地,特に積雪地に生息するニホンザルの生態学的

研究は,多くの研究者によって,行なわれている｡しか

ギー代謝丑の測定はむろん,常温におけるエネJI,ギー代

謝丑も求められていない｡栄糞学的に考える前に,丘も

基本的なニホンザルのエネルギ-代謝丑の測定を行なう

ことにした｡

このたびのエネルギー測定には,メ?'ヲス′iッグに呼

気採袋ののち,労研式ガス分析宕陀 使用して,呼式中の

酸素量,炭敢ガス丑の測定を行なった｡被政体のニホン

ザルは,体重10kg前後,成獣,オス,の条件の5匹を使

用した｡同一個体を一度は,麻酔して,さらにもう一度

はモyキ-チェア-に固定したものについて,測定を行

ない,両S/.)-ズを比較した｡麻酔には,ネンブタ ーJt,

液を用い,体誼1kg当り0.5cLl静脈注射,または,筋肉

注射したものを測定した｡ガスの測定条件として,21土

1℃の恒温宝を使用し,測定結果のガス蕊は,究温0℃
換井による補正を行なった｡

被政体を預伽,胴伽で固定して,スチール緒の上に越

わらせた状態にしたものに,直接,顔面にマスクをあて

る｡

呼気採集中には,心持数,直腸温の測定を同時に行な

っており,異常なものは除いてある｡同じく,被政体が

動いたり,盛れたりした状態の場合も同様に除いた｡

測定結果は次のとおりである｡個体別に,○印で示し

ているものは,毛yキーチェア-時,×印で示している

ものが,ネンブタ-JI,による麻酔時のものである｡
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同一個体において,モン

キーチェ7-に固定した岨

令,サルがなれていないと

いうことと,顔に直接マス

クを押付けるためにおころ

心理的な要因も入り,酸究

消攻丑のばらつきが大きく

し,栄糞生態学的研究は少い｡寒冷環境におけるエネル 表われているように思われる｡

-30-


